
北陸地方整備局  ・記者発表 平成１７年３月２５日

１３時

件　名
北陸地方整備局では、３月２８日（月）から災害復旧工事を

再開することとしたのでお知らせ致します。

取り扱い 　　発表をもって解禁

　　 北陸地方整備局では、大規模な被災を受けた国道２９１号の災害

　復旧工事を進めているところです。

発表概要 　　 今冬の大雪のため一時工事を休止していましたが、雪解け後の

　本格的な復旧工事に備え、３月２８日から古志高原スキー場から梶金

　への工事用道路の除雪を実施し、トンネル工事の資材運搬が行える

　よう、道路幅を拡げる工事を始めます。

　　また、３月末までにトンネル工事や橋梁工事を含めた７件の工事を

　発注し、本格的な災害復旧工事に着手します。

　　　　　（別紙参照）

北陸地方整備局 　　  　 　　ＴＥＬ （代表） 025-266-1171

問い合わせ先 　　 中越地震復旧対策室長 　　　坂上 悟  　　090-3315-9935

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和田 日朗    090-6791-6278

　注意：『非通知』設定では着信できません



平成17年

古志高原スキー場から梶金への工事用道路の除
雪と道路幅を拡げる工事を始めます。

位置図

除雪前の工事用道路（３月１０日撮影）
→３ｍ近い積雪があります

（別紙）
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別ルート（トンネル）工事の施工
には時間を要するため、工事用道
路の早期確保が不可欠であり、除
雪を行い、進捗を図る計画です。
除雪は約１０日間を予定していま
す。

山古志
ﾄﾝﾈﾙ(仮称)

現在の道路幅約2.5ｍを約4.0ｍに拡幅
し、トンネル工事の資材搬入を行える
ようにします。



今後の計画としては、３月末までにトンネル工事や芋川
河道閉塞区間の橋梁（新宇賀地橋）架け替え工事を含め
た７件の工事を発注し、本格的な災害復旧工事に着手し
ます。

■10/23 マグニチュード6.8の新潟県中越地震発生
■11/11 泉田新潟県知事の要請を受け、国道291号の災害復旧を権限代行にて着手
■12/27 応急復旧工事完了
■11/23～2/3 国道291号災害復旧技術検討委員会を３回行い、復旧計画(案)を決定
■積雪による工事休止中に復旧計画(案)に基づき、道路設計を実施
■ 3/28 工事再開

【これまでの経緯（参考）】

新潟県中越地震災害（一般国道291号）
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現道復旧区間 現道復旧区間代替ルート復旧区間

新潟県施工区間

注）新潟県施工区間：新潟県が改良事業として引き続き実施（Ｌ＝１．１km）

②神沢川沿い崩壊部

①河道閉塞周辺部
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